
別紙

１．事業評価総括表
（単位：円）

事業評価報告書

番号 事業名 事業主体
開始・完了
年月日

総事業費 うち基金充当額 備考

充当対象経費
26,471,838円

（備考）事業が２以上ある場合は、必要に応じ欄を設けること。

1 市道補修事業 柏崎市
平成30年5月29日

～
平成31年1月16日

32,500,440 28,000,000

2 田尻コミュニティセンター整備事業 柏崎市
平成30年7月10日

～
平成31年1月22日

52,311,960 25,000,000

30,000,000

3 いきいき館施設整備事業 柏崎市
平成30年8月7日

～
平成30年11月20日

20,412,000 11,872,000

4 健康管理センター整備事業 柏崎市
平成30年6月27日

～
平成31年3月29日

41,010,000



別紙
２．事業評価個表

（単位：円）

％ 100

成果実績
目標値
達成度

修繕完了件数修繕件数
6件

件
件
％

評価年度の設定理由

平成30年度評価年度単位

基金事業の活動指標及
び活動実績 活動見込 m 396

活動実績
平成30年度単位

m 396

達成度

柏崎市第五次総合計画の評価年度と同一時期に評価を実施。
基金事業の定性的な成果及び評価等

平成30年度の柏崎市の補修工事は、側溝補修工事11件(施工延長L=939m)、舗装補修工事12件(施工面積A=21,167㎡)の
計23件の補修工事を行いました。その内、本交付金の活用により、柏崎市幸町地内ほか5箇所の側溝補修工事4件(施工
延長L=396ｍ)、舗装補修工事2件(施工面積A=2,200㎡)の計画していた修繕工事合計6件を完了することができました。
施工箇所については、適切な工事設計及び適正な施工管理を行い、計画した工事を滞り無く実施したことで、沿線住
民の安全性、利便性及び快適性を高め、道路交通の安全性を確保することができました。引き続き、計画的な事業実
施に努めます。

基金事業実施場所事業主体事業名番号

成果目標

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成30年度 平成30年度
事業期間の設定理由

1 市道補修事業 柏崎市 柏崎市幸町地内ほか5箇所

基金事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

基金事業の概要

柏崎市内の側溝補修及び舗装補修工事（平成30年度修繕件数6件）。
地域住民からの要望や道路パトロールにより、計画的に柏崎市内全域の生活道路として利用する沿線住民の安全性、
利便性及び快適性を高めるため、老朽化の進んだ道路側溝を更新し、吸出しによる路面陥没の防止や、排水不良によ
る水溜りの解消を図ります。また、傷んだ舗装を補修することにより、道路交通の安全性の確保を図ります。

基金事業に関係する主要政策・施策：
柏崎市第五次総合計画　基本構想・前期基本計画（平成29年度～令和3年度）
　第1章　防災・生活・環境～『頼もしさ』をつなぐまちをめざして～
　　第3節　社会基盤の整備による『頼もしさ』をつくる
　　　1　社会基盤を機能的に整備する

目標：修繕件数　6件(平成30年度)

基金事業の成果目標及
び成果実績

地域住民からの要望や道路パトロールにより毎年更新するため。

6
6

100%

成果指標

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

活動指標

側溝修繕延長

1



基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

達成度 ％ 100

基金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 平成30年度

舗装修繕面積
活動実績 ㎡

市道柏崎2-86号線側溝補修工事 一般競争入札 ㈱中澤組 5,085,720

6,148,440
2,870,640
4,600,800

活動見込 ㎡ 2,200

市道柏崎7-18号線側溝補修工事 一般競争入札 小林工業㈱ 5,331,960

28,000,000

基金事業の担当課室
基金事業の評価課室

都市整備部維持管理課
都市整備部維持管理課

うち経済産業省分

㈱日本海舗道

備考

うち文部科学省分
基金充当額
総事業費

平成30年度 年度 年度 年度 年度
32,500,440

基金事業の総事業費等

㈱日本海舗道

2,200

8,462,880

市道柏崎10-125号線舗装補修工事
市道柏崎9-19号線側溝補修工事
市道柏崎8-5号線舗装補修工事

市道柏崎10-16号線側溝補修工事

一般競争入札
一般競争入札
一般競争入札
一般競争入札

㈱藤林建設

小林工業㈱

28,000,000

2



別紙
２．事業評価個表

（単位：円）

平成30年度評価年度単位成果指標
16.1
16.1
100

評価年度の設定理由
成果実績を測定次第、評価を実施

基金事業の定性的な成果及び評価等

成果実績
目標値
達成度

施設改修数÷市内
31コミュニティセ
ンター

施設改修割合
16.1％

%
%
%

本基金を活用した施設改修により、コミュニティセンターの持つ地域活動拠点としての公共施設本来の役割を確保す
ることができたとともに、災害時の防災拠点となる避難所として機能を維持し、市民の安全安心に寄与することがで
きました。今後も、計画的な改修事業実施に努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

基金事業実施場所事業主体事業名番号

成果目標

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成30年度 平成30年度
事業期間の設定理由

2 田尻コミュニティセンター整備事業 柏崎市 柏崎市大字安田

基金事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

基金事業の概要

コミュニティセンターの改修（建築本体）工事。
田尻コミュニティセンターは、建設されてから40年以上が経過し、施設本体や設備等の機能が著しく低下してきてい
ます。地域住民からは施設に対する機能向上を求める要望が強くあがっていることから、集会棟及び講堂棟の外壁塗
装、講堂棟屋根カバー工法、事務室LED照明及び非常用照明器具の入替え及びトイレの洋式化等の工事を行います。
そのうち、基金事業として講堂棟の外壁塗装及び屋根カバー工法改修を実施します。
・外壁防水形複層塗材 E吹付 365㎡
・屋根瓦棒葺きｶﾊﾞｰ工法改修(ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ鋼板t=0.4mm) 677㎡

基金事業に関係する主要政策・施策：
柏崎市第五次総合計画　基本構想・前期基本計画（平成29年度～令和3年度）
　第6章　自治経営～多様な主体と共創し共育するまちをめざして～
　　第2節　持続可能な市民力と地域力をはぐくむ
　　　2　地域力が発揮できる環境を充実させる
目標：市内31コミュニティセンターのうち、上記計画期間内に改修を要する施設の割合
　　　35.5％（令和3年度）11箇所
　　　※本交付金事業以外で改修したコミュニティセンターを含む割合
　　　16.1％（平成30年度）5箇所
　　　※本交付金事業以外で改修したコミュニティセンターを含む割合

無

基金事業の成果目標及
び成果実績

-

1



改修工事（建築本体）

1 1
100% 100%

一般競争入札 ㈱阿部建設 52,311,960円
基金事業の担当課室
基金事業の評価課室

市民生活部市民活動支援課
市民生活部市民活動支援課

25,000,000

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

26,000,000 25,000,000うち経済産業省分

備考

うち文部科学省分
基金充当額
総事業費

平成29年度 平成30年度 年度 年度 年度
30,089,880 52,311,960
26,000,000

令和3年度令和2年度
改修を行ったコ
ミュニティセン

ター数

基金事業の活動指標及
び活動実績 活動見込 件 1 1 0

活動実績
令和元年度平成30年度平成29年度単位

件 1 1

達成度

活動指標

基金事業の総事業費等
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別紙
２．事業評価個表

（単位：円）

％ 100 100

平成30年度評価年度単位成果指標

年度年度

空調設備の入替台
数

基金事業の活動指標及
び活動実績 活動見込 台 2 2

活動実績
年度平成30年度平成29年度単位

台 2 2

達成度

活動指標

66.66
66.66
100.0%

評価年度の設定理由
-

基金事業の定性的な成果及び評価等

成果実績
目標値
達成度

空調設備入替台数
÷空調設備台数

空調設備更新率
66.66％

％
％
％

平成30年11月14日に工事が完了し空調設備の不具合は解消されました。安定した施設運営と快適な利用環境が確保さ
れたため、基金事業としての目標は達成されたと評価します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

基金事業実施場所事業主体事業名番号

成果目標

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成30年度 平成30年度
事業期間の設定理由

3 いきいき館施設整備事業 柏崎市 柏崎市西山町池浦

基金事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

基金事業の概要

西山町いきいき館空調入替工事。
西山町いきいき館は、平成11年に保健・福祉センターを兼ね備えた施設として供用が開始されました。整備後17年が
経過し、空調設備の老朽化が進行し故障頻度が増しています。空調設備を入替えることで、安定した施設運営と快適
な利用環境の確保を図ります。
GHP-1系統の室内機、室外機の撤去、新設。
GHP-7系統の室内機、室外機の撤去、新設。

基金事業に関係する主要政策・施策：
柏崎市第五次総合計画　基本構想・前期基本計画（平成29年度～平成33年度(令和3年度)）
　第3章　健康・福祉～「健やかさ」をつなぐまちをめざして～
　　第1節　「健やかな」心と体をはぐくむ
　　　1　心と体の健康づくりを進める
目標値：空調設備更新率　66.66％　（平成30年度）
　※本基金事業以外で整備した空調設備を含む更新率

無

基金事業の成果目標及
び成果実績

-

1



空調設備の入替 一般競争入札 日新設備工業㈱ 20,412,000
基金事業の担当課室
基金事業の評価課室

市民生活部西山町事務所
市民生活部西山町事務所

11,872,000

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

15,000,000 11,872,000うち経済産業省分

備考

うち文部科学省分
基金充当額
総事業費

平成29年度 平成30年度 年度 年度 年度
16,416,000 20,412,000
15,000,000

基金事業の総事業費等

2



別紙
２．事業評価個表

（単位：円）

本基金の活用により、1階及び2階部分の機械設備の改修を終え、1階及び2階部分については、安定した施設運営と快
適な利用環境を確保できました。残る3階部分の機械設備については、当施設を実施場所とする各事業への影響を考慮
して平成31年10月に改修を実施します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

基金事業実施場所事業主体事業名番号

成果目標

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成30年度 令和元年度
事業期間の設定理由

4 健康管理センター整備事業 柏崎市 柏崎市栄町

基金事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

基金事業の概要

健康管理センター機械設備改修工事。
柏崎市健康管理センターは、市の中心部の海岸近くに昭和58年に建設された、市民の健康管理を総合的に行う施設で
す。建設から35年が経過し、老朽化が進んでいる機械設備（空調・換気・衛生・給水・給湯設備）の改修を行い、安
定した施設運営と快適な利用環境を確保します。
基金事業に関係する主要政策・施策：
柏崎市第五次総合計画　基本構想・前期基本計画（平成29年度～令和3年度）
　第3章　健康・福祉～「健やかさ」をつなぐまちをめざして～
　　第1節　「健やかな」心と体をはぐくむ
　　　1　心と体の健康づくりを進める

目標：健康増進計画推進事業、健康増進事業、がん検診事業、特定健康診査等実施事業、歯科保健事業、食育推進事
      業及び自殺予防対策事業の実施場所として安定した施設運営と快適な利用環境を確保する。
　　　国民健康保険特定健診受診率　60.0％（令和3年度）

無

基金事業の成果目標及
び成果実績

工期の終期まで

活動指標

－

－

－

評価年度の設定理由
工期の終期

基金事業の定性的な成果及び評価等

成果実績

目標値

達成度

－－

令和元年度評価年度単位成果指標

年度年度

工事進捗率
基金事業の活動指標及

び活動実績 活動見込 ％ 42
活動実績

年度令和元年度平成30年度単位
％ 59

達成度 140%

1



基金事業の総事業費等 備考

うち文部科学省分
基金充当額
総事業費

平成30年度 年度 年度 年度 年度
41,010,000
30,000,000

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

30,000,000うち経済産業省分

機械設備改修工事 一般競争入札 日新設備工業株式会社 119,815,200
基金事業の担当課室
基金事業の評価課室

福祉保健部健康推進課
福祉保健部健康推進課

2



別紙

１．事業評価総括表
（単位：円）

事業評価報告書

番号 事業名 事業主体
開始・完了
年月日

総事業費 うち基金充当額 備考

（備考）事業が２以上ある場合は、必要に応じ欄を設けること。

1 産業文化会館管理運営事業 柏崎市
平成30年4月1日

～
平成31年3月31日

53,079,000 20,000,000
充当対象経費
25,995,409円



別紙
２．事業評価個表

（単位：円）

本交付金の活用により、安定した管理運営を行うことができました。成果目標には達しませんでしたが、利用者数は
増加傾向にあることに加え、指定管理者による主催公演5回（入場者数450人）、主催教室20講座（延べ人数752人）を
実施したことにより、芸術・文化の発展に寄与したものと評価しています。次年度に向けては、集客力のある主催公
演を計画し、これにあわせて会館の利便性を周知することで、利用者数の増加を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

基金事業実施場所事業主体事業名番号

成果目標

事業開始年度 事業終了（予定）年度平成29年度 令和3年度
事業期間の設定理由

1 産業文化会館管理運営事業 柏崎市 柏崎市駅前二丁目

基金事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

基金事業の概要

産業文化会館の指定管理料12か月分。
産業文化会館の安定的かつ効率的な管理運営と効果的な事業実施のため、指定管理者を指定しています。
これにより、「文化、芸術の発展に寄与する」「中小企業、観光等の産業振興に寄与する」「市民の文化活動を支援
する」「市民の教養を高める」ことを目的とした産業文化会館管理運営事業を展開し、利用者数の増加を目指すとと
もに、産業の振興と市民生活の向上を図ります。

基金事業に関係する主要政策・施策：
柏崎市第五次総合計画　基本構想・前期基本計画（平成29年度～令和3年度）
　第2章　産業・雇用～『豊かさ』をつなぐまちをめざして～
　　第2節『豊かな』産業を活かし稼ぐ力をはぐくむ
　　　3　産業の創造性と技術力を高める
目標：93,800人（令和3年度）

無

基金事業の成果目標及
び成果実績

柏崎市第五次総合計画基本構想・前期基本計画の終期まで

活動指標

80,496
93,800
85.8

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

基金事業の定性的な成果及び評価等

成果実績
目標値
達成度

産業文化会館利用
者数

産業文化会館利用
者数
93,800人

人
人
％

平成30年度評価年度単位成果指標

年度年度

平常に運営できた
日（開館日数）

基金事業の活動指標及
び活動実績 活動見込 日 359 359

活動実績
年度平成30年度平成29年度単位

日 359 359

達成度 ％ 100 100

1



基金事業の総事業費等 備考

うち文部科学省分
基金充当額
総事業費

平成29年度 平成30年度 年度 年度 年度
53,079,000 53,079,000
20,000,000

基金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

20,000,000 20,000,000うち経済産業省分

管理運営業務 随意契約 （公財）かしわざき振興財団 53,079,000
基金事業の担当課室
基金事業の評価課室

産業振興部商業観光課
産業振興部商業観光課

20,000,000
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